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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）におけるチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）報告の
方法であって、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージにおいてＣＱＩ報告構成情報を受信するステッ
プであって、前記ＣＱＩ報告構成情報は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
リソース情報、周期的ＣＱＩ報告情報、および非周期的ＣＱＩ報告タイプを含み、前記非
周期的ＣＱＩ報告タイプは広帯域、ＷＴＲＵによって選択されたサブバンド、またはｅＮ
Ｂ構成のサブバンドのうちの一つである、ステップと、
　アップリンク許可に埋め込まれた１ビット指示である非周期的報告のためのトリガーを
受信するステップと、
　前記トリガーの受信に応答して、前記ＣＱＩ報告構成情報に基づいてＣＱＩ報告を送信
するステップと
　を備える、前記方法。
【請求項２】
　前記ＣＱＩ報告構成情報は、情報要素（ＩＥ）において受信される、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　チャネル品質インデックス（ＣＱＩ）報告を送信するように構成された無線送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）であって、
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　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージにおいてＣＱＩ報告構成情報を受信するように
構成された受信機であって、前記ＣＱＩ報告構成情報は、物理アップリンク制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ）リソース情報、周期的ＣＱＩ報告情報、および非周期的ＣＱＩ報告タイプ
を含み、前記非周期的ＣＱＩ報告タイプは広帯域、ＷＴＲＵによって選択されたサブバン
ド、またはｅＮＢ構成のサブバンドのうちの一つであり、
　アップリンク許可に埋め込まれた１ビット指示である非周期的報告のためのトリガーを
受信するようにさらに構成された、受信機と、
　前記トリガーの受信に応答して、前記ＣＱＩ報告構成情報に基づいてＣＱＩ報告を送信
するように構成された送信機と
　を備える、前記ＷＴＲＵ。
【請求項４】
　前記ＣＱＩ報告構成情報は、情報要素（ＩＥ）において受信される、請求項３に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記周期的ＣＱＩ報告情報は、周期性情報を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記周期的ＣＱＩ報告情報は、周期性情報を含む、請求項３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記ＣＱＩ報告構成情報は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）ＣＱＩ報告に関連する情報を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＣＱＩ報告構成情報は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）ＣＱＩ報告に関連する情報を含
む、請求項３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記ＣＱＩ報告は、少なくとも１つのサブバンドに対する広帯域ＣＱＩおよび差分ＣＱ
Ｉを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＣＱＩ報告は、少なくとも１つのサブバンドに対する広帯域ＣＱＩおよび差分ＣＱ
Ｉを含む、請求項３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　ＷＴＲＵが前記ＣＱＩ報告構成情報を受信するためのリソース情報を含むメッセージを
受信するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記受信機は、ＷＴＲＵが前記ＣＱＩ報告構成情報を受信するためのリソース情報を含
むメッセージを受信するようにさらに構成された、請求項３に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（ｔｈｅ　Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐ
ｒｏｊｅｃｔ）は、改善されたスペクトル効率およびより迅速感のあるユーザ体験を提供
するために、新しい技術、新しいネットワークアーキテクチャ、新しい構成、ならびに新
しいアプリケーションおよびサービスを無線ネットワークに持ち込む、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ
　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）プログラムを開始した。
【０００３】
　ＬＴＥにおいて、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉ
ｔ　Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ）は、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）と通信することができる。
ＷＴＲＵは、ｅＮＢに特定のフィードバックを送信して、ＷＴＲＵとｅＮＢが通信してい
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るチャネルの品質の指示をｅＮＢに与えることができる。１つの特定タイプのフィードバ
ックは、チャネル品質インデックス（ＣＱＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄ
ｅｘ）報告（以下「ＣＱＩ」という）である。ＣＱＩは、ＷＴＲＵにより、周期的にまた
は非周期的に送信することができる。周期的なＣＱＩは、物理アップリンク制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）ま
たは物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で送信することができる。非周期的なＣＱＩは、ＰＵＳＣ
Ｈだけで送信することができる。
【０００４】
　ＣＱＩの３つの異なるタイプは、ＷＴＲＵにより送信することができる。広帯域タイプ
のＣＱＩは、セルの全システム帯域幅のチャネル品質情報を提供する。マルチバンドタイ
プのＣＱＩは、セルのシステム帯域幅のサブセットのチャネル品質情報を提供する。ＭＩ
ＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ/Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）タイプのシス
テムのためのＣＱＩもある。
【０００５】
　ＬＴＥ対応ＷＴＲＵは、ＣＱＩを送信するためにＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨリソース
を使用することができる。ＷＴＲＵは、同期を維持する限り、ＰＵＣＣＨでＣＱＩを送信
することができる。ｅＮＢは、ＷＴＲＵを、広帯域または狭帯域報告を送信するように構
成することができる。
【発明の概要】
【０００６】
　ＷＴＲＵがＣＱＩ報告構成情報を受信および処理するための方法および装置が開示され
る。ＷＴＲＵは、ＣＱＩ構成情報を受信し、ＣＱＩ構成情報に基づいてＣＱＩ報告を送信
するように構成することができる。構成情報は、ＷＴＲＵにより、無線リソース制御（Ｒ
ＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージにおいて受信するこ
とができる。ＷＴＲＵは、特定の構成情報を含む情報要素（ＩＥ）を受信することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　より詳細な理解は、添付の図面と共に例として与えられる以下の説明から得ることがで
きる。
【図１】一実施形態による複数のＷＴＲＵおよびｅＮｏｄｅＢを含む無線通信システム例
を示す図である。
【図２】一実施形態による図１のＷＴＲＵおよびｅＮｏｄｅＢを示す機能ブロック図であ
る。
【図３】一実施形態によるランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）プロセスを示す信号図である。
【図４】一実施形態によるＣＱＩ報告の方法を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下で参照される場合、「無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａ
ｎｓｍｉｔ/Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ）」という用語には、それだけには限定されない
が、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、移動局、固定式または携帯式の加入者ユニ
ット、ページャ、セルラー電話、ＰＤＡ、コンピュータ、または無線環境で動作すること
ができる他の任意のタイプのユーザ装置が含まれる。以下で参照される場合、「基地局」
という用語には、それだけに限定されないが、Ｎｏｄｅ－Ｂ、サイトコントローラ、アク
セスポイント（ＡＰ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）、または無線環境で動作することがで
きる他の任意のタイプのインターフェイス装置が含まれる。
【０００９】
　図１は、複数のＷＴＲＵ１１０およびｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）１２０を含む無線通信シ
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ステム１００を示す。図１に示されるように、ＷＴＲＵ１１０は、ｅＮＢ１２０と通信し
ている。図１において３つのＷＴＲＵ１１０および１つのｅＮＢ１２０が示されているが
、無線通信システム１００に無線および有線の装置の任意の組み合わせを含むことができ
ることに留意されたい。
【００１０】
　図２は、図１の無線通信システム１００のＷＴＲＵ１１０および基地局１２０を示す機
能ブロック図２００である。図１に示されるように、ＷＴＲＵ１１０は、ｅＮＢ１２０と
通信している。ＷＴＲＵ１１０は、例えばＣＱＩを含むフィードバック報告のための命令
およびパラメーターを、ｅＮＢ１２０より受信するように構成された。放送チャネル（Ｂ
ＣＨ：Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で、信号を送信するようにｅＮＢ１２０を
構成し、信号を受信および監視するようにＷＴＲＵ１１０を構成することができる。ＷＴ
ＲＵ１１０は、ＢＣＨでメッセージを受信し、ＣＱＩを測定し、ＣＱＩ報告をｅＮＢ１２
０に送信するように構成されてもよい。例えば、ＷＴＲＵ１１０は、ＲＡＣＨなどの任意
のアップリンクチャネルで送信することができる。ＷＴＲＵ１１０は、ＲＲＣメッセージ
および層１（Ｌ１）メッセージを送信および受信するように構成されてもよい。
【００１１】
　通常のＷＴＲＵにおいて見つけることができる構成要素に加えて、ＷＴＲＵ１１０は、
プロセッサ２１５、受信機２１６、送信機２１７、およびアンテナ２１８を含む。ＷＴＲ
Ｕ１１０は、ユーザーインタフェース２２１を含むことができ、前記ユーザーインタフェ
ース２２１は、それだけには限定されないが、ＬＣＤもしくはＬＥＤスクリーン、タッチ
スクリーン、キーボード、スタイラス、又は他のあらゆる通常の入力／出力デバイスを含
むことができる。ＷＴＲＵ１１０は、メモリ２１９を揮発性及び不揮発性の両方とも、な
らびに他の装置へのインターフェース２２０、例えば、ＵＳＢポート、シリアルポート等
を含むことができる。受信機２１６および送信機２１７は、プロセッサ２１５と通信して
いる。アンテナ２１８は、受信機２１６および送信機２１７の両方と通信し、無線データ
の送信および受信を容易にする。
【００１２】
　通常のｅＮＢにおいて見つけることができる構成要素に加えて、ｅＮＢは、プロセッサ
２２５、受信機２２６、送信機２２７、およびアンテナ２２８を含む。受信機２２６およ
び送信機２２７は、プロセッサ２２５と通信している。アンテナ２２８は、受信機２２６
および送信機２２７の両方と通信し、無線データの送信および受信を容易にする。
【００１３】
　ＷＴＲＵは、ｅＮＢと通信し始めるとき、ランダムアクセスチャネルなどの共有アップ
リンクチャネルにアクセスすることができる。ＲＡＣＨへのアクセスは、ＷＴＲＵとｅＮ
Ｂとの間の複数のメッセージングを含むプロセスである。これは、ＲＡＣＨが競合を引き
起こすものであって、たくさんのＷＴＲＵが同時にＲＡＣＨを使用しようと試みるからで
ある。図３は、一実施形態によるＲＡＣＨプロセス３００を示す。ＲＡＣＨプロセス３０
０は、互いに４つのメッセージを通信するＷＴＲＵ（図１における１１０）およびｅＮＢ
（図１における１２０）を含む。メッセージ１（３０２）は、ＷＴＲＵによって送信され
たＲＡＣＨプリアンブルである。メッセージ２（３０４）は、ｅＮＢによって送信された
ＲＡＣＨ応答である。メッセージ３（３０６）は、ＲＡＣＨスケジュールされた送信であ
り、メッセージ４（３０８）は、競合解決である。
【００１４】
　ＣＱＩは、ＲＡＣＨプロセス３００の間に、構成することができる。構成情報は、ＲＡ
ＣＨメッセージ２（３０４）またはＲＡＣＨメッセージ４（３０８）にあってよい。ＲＡ
ＣＨメッセージ４（３０８）は、他の３つのメッセージ（３０２、３０４、３０６）と比
べると、比較的多量 てき たりょう｝の情報を含むことができる。ＲＡＣＨプロセス３０
０の後に、ＷＴＲＵは、周期的なまたは非周期的なＣＱＩ報告のために再構成されてよい
。
【００１５】



(5) JP 5386506 B2 2014.1.15

10

20

30

40

50

　ＷＴＲＵは、ＲＡＣＨプロセスの間に、または、ＲＡＣＨプロセス後のＲＲＣメッセー
ジにおいて、ＣＱＩを構成する命令およびパラメーターを受信することができる。ＣＱＩ
報告構成は、例えば、無線リソースの仕様およびＣＱＩ報告のタイプを含むことができる
。
【００１６】
　ＷＴＲＵは、ＣＱＩ報告構成情報が見つけられる場所に関する情報を要求することがで
きる。ＷＴＲＵは、ｅＮＢより、ＷＴＲＵがＣＱＩ報告構成情報を探すことができる場所
の指示を含む放送メッセージを、受信することができる。例えば、放送メッセージは、Ｗ
ＴＲＵがＣＱＩ報告構成情報を見つけるためにＲＡＣＨを監視すべきであるという指示を
含むことができる。あるいは、放送メッセージは、ＷＴＲＵがＲＲＣメッセージにおいて
ＣＱＩ報告構成情報を受信すべきであるという指示を含むことができる。
【００１７】
　ＣＱＩ構成指示は、Ｐ－ＢＣＨ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）またはＤ－ＢＣＨ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などの
ダウンリンクチャネルにおいて、見つけることができる。指示子（Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）
は、サイズが１ビットでよい。例えば、単一ビット値１は、ＷＴＲＵにＲＡＣＨを使用す
るよう指示することができ、単一ビット値０は、ＷＴＲＵにＲＲＣメッセージングを使用
するよう指示することができる。放送メッセージにおけるこの指示の場所は、事前に指定
することができる。
【００１８】
　ＣＱＩ報告は、例えば、ＣＱＩ報告プロセスを指示する数字、プロセスＩＤ、および全
ての測定中のサブバンドを含むセットを、備えることができる。このセットは、Ｓで示す
ことができる。セットＳは、ｅＮＢにより構成することができる。ＷＴＲＵによるＣＱＩ
計算は、セットＳで行うことができる。
【００１９】
　ｅＮＢは、ＣＱＩ報告タイプを、例えば広帯域または選択されたサブバンドに構成する
ことができる。ＷＴＲＵは、周期的なＣＱＩ報告フォーマット情報を含む情報要素（ＩＥ
）を受信することができる。広帯域ＣＱＩ報告について、セットＳ内の全てのサブバンド
にわたって測定された単一のＣＱＩ報告が、送信される。選択されたサブバンドＣＱＩ報
告について、セットＳのサブセットにわたって測定されたＣＱＩ報告が、送信されてよい
。ＷＴＲＵにより選択されたサブバンドは、例えば、セットＳにおけるサブバンドのうち
に最大のＳＮ比（Ｓｉｇｎａｌ－ｔｏ－Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）を有するサブバンドと
なってよい。このタイプのＣＱＩ報告は、一般にＰＵＳＣＨで報告される。あるいは、Ｍ
ＩＭＯタイプのＣＱＩ報告は、各コードワードにＣＱＩ報告を含むことができる。
【００２０】
　ＣＱＩ報告は、ＣＱＩ報告タイプを含むこともできる。報告タイプは、例えば、６つま
での可能な報告タイプがある場合、３ビットで表すことができる。例えば、０００は広帯
域報告を表し、００１は選択されたサブバンド報告を表し、１１０は全てのサブバンド報
告を表すことができる。６つ以上の可能な報告タイプが利用可能であれば、４つ以上のビ
ットを使用することができる。
【００２１】
　ＷＴＲＵによってＰＵＣＣＨで送信されたＣＱＩについて、ｅＮＢは、ＷＴＲＵが広帯
域ＣＱＩまたは周波数選択性ＣＱＩのどちらを使用するかを、指示することができる。周
波数選択性ＣＱＩを使用する場合、ＷＴＲＵは、測定用のサブバンドを選択することがで
きる。測定されるサブバンドの選択は、時間インデックスの陰関数でよい。
【００２２】
　ＷＴＲＵによってＰＵＳＣＨで送信されたＣＱＩについて、ｅＮＢは、ＷＴＲＵの使用
可能な３つの可能なＣＱＩタイプのうちの１つを通知することができる。ｅＮＢは、ＷＴ
ＲＵが広帯域ＣＱＩ、選択されたサブバンドＣＱＩ、またはｅＮＢ構成のＣＱＩを使える
ことを、通知することができる。
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【００２３】
　選択されたサブバンドＣＱＩをｅＮＢにより構成する場合、圧縮されたラベルスキーム
を使用することができる。この方法において、パラメーターＭは、ｅＮＢにより構成する
ことができる。ここで、Ｍは整数値である。Ｍは、ＷＴＲＵによりＣＱＩに使用可能な値
の総数より小さくてよく、ＷＴＲＵによりＣＱＩに使用される値の数を限定することがで
きる。
【００２４】
　ｅＮＢは、ＷＴＲＵにｅＮＢが構成したＣＱＩ報告を使用するよう命令する場合、ＷＴ
ＲＵに差分圧縮方法を使用するよう指示することができる。報告されるＣＱＩ値は、基準
値に関する差分となってよく、例えば、広帯域ＣＱＩを、隣接するサブバンドに関して差
分計算することができる。
【００２５】
　図４は、一実施形態によるＣＱＩ報告４００の方法を示す流れ図である。ステップ４０
２で、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵによってＣＱＩ構成情報が見つけられる場所を含むＣＱＩ位
置情報を、受信することができる。位置情報は、共有ダウンリンクチャネル、例えば、放
送チャネル４０４で送信することができる。ステップ４０６で、ＷＴＲＵは、ＣＱＩ構成
情報を受信することができる。このＣＱＩ構成情報は、ＲＲＣメッセージ４０８にあって
よい。ステップ４１０で、ＷＴＲＵは、構成情報を処理し、ＣＱＩを測定し、ＣＱＩ報告
を処理する。報告のフォーマットは、構成情報に基づいてよい。ステップ４１２で、ＷＴ
ＲＵは、ＣＱＩ報告を送信することができる。例えば、ＣＱＩ報告は、ＲＲＣメッセージ
４１４において送信することができる。
【００２６】
　リソース割当は、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨのどちらがＣＱＩ報告に使用されるかを
、暗黙的に指示することができる。ＣＱＩ報告のためのアップリンク（ＵＬ）リソース割
当は、時間、周波数、コードリソース、持続期間、周期性、および開始時間を含めること
ができる。持続期間は、周期的なＣＱＩ報告に対して指定することができ、開始時間は、
システムフレーム番号（ＳＦＮ）に基づいてよい。リソース割当は、ＷＴＲＵによりＩＥ
において受信することができる。ｅＮＢは、ＭＩＭＯタイプのＣＱＩを要求する場合、各
コードワードに対する構成情報をＷＴＲＵに指示することができる。
【００２７】
　ＣＱＩ報告は、ＷＴＲＵの動作の間に再構成することができる。再構成は、例えば、ｅ
ＮＢが、あるＣＱＩ報告パラメーターを構成かつ／もしくは再構成すること、またはＣＱ
Ｉ報告をそれが終了する前に延長することを含むことができる。ＲＲＣをＣＱＩ報告の再
構成に使用することに加えて、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）の制御プロトコルデータユニット（ＰＤＵ：Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　
Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）を使用することもできる。
【００２８】
　ＭＡＣ制御ＰＤＵをＣＱＩ報告再構成に使用する場合、ＭＡＣ制御ＰＤＵヘッダーにお
いて１ビットを使用して、ＣＱＩ報告構成がＭＡＣ制御ＰＤＵに含まれるか否かを指示す
ることができる。
【００２９】
　特定のＭＡＣ制御ＰＤＵをＣＱＩ報告に使用する場合、ＣＱＩ報告ＭＡＣ制御ＰＤＵの
指示をＰＤＵの初めに置くことができ、指示子（Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）として使用される
ビットの数は、異なるＭＡＣ制御ＰＤＵの存在する数に基づいてよい。例えば、３２未満
の異なるＭＡＣ制御ＰＤＵが存在｛存在｝する場合、ＣＱＩ報告再構成か否かを指示する
には、５ビットが十分である。
【００３０】
　ＷＴＲＵ開始動作の前に、ＭＡＣ制御ＰＤＵにおけるＣＱＩ報告再構成用の全ての情報
要素の位置を確定し、ＷＴＲＵは、各要素の表す意味を知ることができる。
【００３１】
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　ｅＮＢは、トリガーを受信すると、非周期的なＣＱＩ報告のための構成をＷＴＲＵに送
信することができる。ｅＮＢからの非周期的なＣＱＩ報告のトリガーは、１ビット指示で
よい。あるいは、要求は、アップリンク許可におけるコードワードに組み込んでよい。ｅ
ＮＢは、前記アップリンク許可をＷＴＲＵに割り当てことができ、アップリンク共有チャ
ネルで無線リソースは利用可能である。例えば、構成メッセージは、ＲＲＣ、ＭＡＣ、ま
たは層１（Ｌ１）制御シグナリングであってよい。
【００３２】
　ｅＮＢは、どのＣＱＩ報告タイプが非周期的なＣＱＩ報告に使用されるかを、ＷＴＲＵ
に通知することができる。単一のＰＵＳＣＨサブフレームタイプ報告は、ＣＱＩ値のセッ
トを含むことができ、各ＣＱＩ値がサブバンドのセットに対応する。単一のＰＵＳＣＨサ
ブフレームタイプ報告は、全てのサブバンドにサブバンド固有のＣＱＩを、または、複数
のサブバンドにわたって平均化されたＣＱＩ値を含むことができる。
【００３３】
　非周期的なＣＱＩ報告には、ｅＮＢは、非周期的なＣＱＩ報告のタイプに基づいてＰＵ
ＳＣＨリソースを構成することができる。ｅＮＢによって送信される制御情報は、例えば
、無線フレーム、タイムスロット、周波数帯、およびＰＵＳＣＨで非周期的なＣＱＩ報告
に可能なコードリソースを含むことができる。
【００３４】
　　（実施形態）
　１．ＷＴＲＵにおけるＣＱＩ報告の方法であって、
　ＷＴＲＵが放送メッセージにおいて、ＣＱＩ構成情報の位置に関するＣＱＩ位置情報を
受信するステップと、
　ＷＴＲＵがＲＲＣメッセージにおいて、ＣＱＩ構成情報を受信するステップと、
　ＷＴＲＵがＣＱＩ構成情報に基づいて、ＣＱＩ報告を処理するステップと、
　ＷＴＲＵがＣＱＩ報告を送信するステップと
　を備える方法。
【００３５】
　２．ＷＴＲＵがダウンリンクチャネルで単一のビットにおいて、ＣＱＩ位置情報を受信
するステップと、
　ＷＴＲＵが単一のビットを読み込んで、構成情報の位置を決定するステップと
　をさらに備える実施形態１に記載の方法。
【００３６】
　３．ＷＴＲＵが情報要素においてＣＱＩ構成情報を受信するステップをさらに備える実
施形態１または２に記載の方法。
【００３７】
　４．情報要素は、アップリンクチャネルリソース情報を含む実施形態３に記載の方法。
【００３８】
　５．アップリンクチャネルリソース情報は、時間、周波数、コードリソースおよび周期
的なＣＱＩの持続期間を含む実施形態４に記載の方法。
【００３９】
　６．情報要素は、ＣＱＩ報告周期性情報を含む実施形態３または４に記載の方法。
【００４０】
　７．情報要素は、ＣＱＩフレーム番号情報を含む実施形態３～６のいずれかに記載の方
法。
【００４１】
　８．情報要素は、周期的なＣＱＩフォーマット情報を含む実施形態３～７のいずれかに
記載の方法。
【００４２】
　９．情報要素は、ＣＱＩタイプを含む実施形態３～８のいずれかに記載の方法。
【００４３】
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　１０．ＣＱＩを報告するように構成されたＷＴＲＵであって、
　放送メッセージにおいてＣＱＩ位置情報を、ＲＲＣメッセージにおいてＣＱＩ構成情報
を受信するように構成された受信機と、
　ＣＱＩ構成情報に基づいてＣＱＩ報告を処理するように構成されたプロセッサと、
　ＣＱＩ報告を送信するように構成された送信機と
　を備えるＷＴＲＵ。
【００４４】
　１１．受信機は、ダウンリンクチャネルで単一のビットにおいてＣＱＩ位置情報を受信
するようにさらに構成され、
　プロセッサは、単一のビットを読み込んで構成情報の位置を決定するようにさらに構成
された実施形態１０に記載のＷＴＲＵ。
【００４５】
　１２．受信機は、情報要素においてＣＱＩ構成情報を受信するようにさらに構成された
実施形態１０または１１に記載のＷＴＲＵ。
【００４６】
　１３．情報要素は、アップリンクチャネルリソース情報を含む実施形態１２に記載のＷ
ＴＲＵ。
【００４７】
　１４．アップリンクチャネルリソース情報は、時間、周波数、コードリソースおよび周
期的なＣＱＩの持続期間を含む実施形態１３に記載のＷＴＲＵ。
【００４８】
　１５．情報要素は、ＣＱＩ報告周期性情報を含む実施形態１２～１４のいずれかに記載
のＷＴＲＵ。
【００４９】
　１６．情報要素は、ＣＱＩフレーム番号情報を含む実施形態１２～１５のいずれかに記
載のＷＴＲＵ。
【００５０】
　１７．情報要素は、周期的なＣＱＩフォーマット情報を含む実施形態１２～１６のいず
れかに記載のＷＴＲＵ。
【００５１】
　１８．情報要素は、ＣＱＩタイプを含む実施形態１２～１７のいずれかに記載のＷＴＲ
Ｕ。
【００５２】
　１９．プロセッサは、差分ＣＱＩを処理するようにさらに構成された実施形態１０～１
８のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【００５３】
　２０．プロセッサは、圧縮ラベルスキームを使って選択されたサブバンドＣＱＩを処理
するようにさらに構成された実施形態１０～１９のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【００５４】
　特徴および構成要素が特定の組合せで説明されたが、各特徴または構成要素は、他の特
徴および構成要素を伴わずに単独で使用することができ、または他の特徴および構成要素
を伴うもしくは伴わない様々な組合せで使用することができる。本明細書で提供された方
法またはフローチャートは、汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行される、コ
ンピュータ読取り可能記憶媒体に具体的に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフト
ウェア、またはファームウェアで実施することができる。コンピュータ読取り可能記憶媒
体の例は、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセルメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、
キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよび着脱可能ディスク
などの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディ
スク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む。
【００５５】
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　適切なプロセッサは、例を挙げれば、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセ
ッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ
　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）回路、他の任意のタイプのＩＣ、ならびに／または状態機械を
含む。
【００５６】
　ソフトウェアと連携するプロセッサは、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ：Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ）、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍ
ｅｎｔ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、または任意のホストコンピュータにおいて使用され
る無線周波数トランシーバを実施するために使用することができる。ＷＴＲＵは、カメラ
、ビデオカメラモジュール、ビデオフォン、スピーカフォン、バイブレーションデバイス
、スピーカ、マイクロフォン、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、キーボ
ード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｍｏｄ
ｕｌａｔｅｄ）ラジオユニット、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ）ディスプレイユニット、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎｇ
　Ｄｉｏｄｅ）ディスプレイユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデ
オゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または任意の無線ＷＬ
ＡＮモジュールなど、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実施されるモジュール
と併せて使用することができる。

【図１】 【図２】
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